
 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

令和6年3月21日号 発行：諏訪湖創生ビジョン推進会議

 学習＆交流会イベント 
「諏訪湖の魅力を伝えよう！」を開催しました 

セイコーエプソン（株）様から 
諏訪湖創生に対するご寄附をいただきました 

Ｒ６年度の開講に向けて準備を進めている「諏訪湖の案内
人講座」（仮称）のプレイベントを令和６年２月 26 日に諏訪湖
博物館・赤彦記念館にて開催しました。（参加者 40名） 
講師に諏訪湖創生ビジョン推進会議会長の沖野先生をお

招きして「諏訪湖の水生植物の変遷と将来への課題」につい
てご講演いただき、またゲストトークとして小口良平さん（自転
車冒険家）と宮坂清さん（諏訪湖博物館館長）との“諏訪湖の
魅力”をテーマに対談が行われました。 
沖野先生には、イベント直前 

に諏訪湖クラブにより発行さ 
れた冊子「諏訪湖の水生植物 
（変遷の軌跡）」を教材にお話 
いただきました。長年にわたり 
諏訪湖の水生植物の研究に 
携わってこられた経験をもとに 
「水生植物はただそこに生えて 
いるわけではなく、存在してい 
る意味がある」や「諏訪湖は水があるところだけが諏訪湖では
なく、陸域（雨が降って集水してくるところ）も含めて考えるこ
と」の大事さについてわかりやすく伝えていただきました。人
が生活する目線だけではなく、諏訪湖に生息する生き物の生
活をよく知ったうえで行動していくことが、豊かな諏訪湖を守っ
ていくことにつながるのではと感じました。 
 続いて、小口良平さんと宮坂清 
さんとの対談では、自らの実体験 
を踏まえて“魅力の伝え方”に 
ついてお話を聞くことができま 
した。具体的には「目に見えて 
いる事実だけを伝えるのではなく、 
その事実の背景にどういったスト 
ーリーが隠れているかも含め、 
参加者自らが考え、行動できる 
ように伝える」、「想像の世界の 
話は、残された事実をもとに参加者と一緒になってイメージを
作り上げていく」など参加者を楽しませることを第一に考え、
そのうえで参加者のレベルや出身、趣味などに合わせて柔軟
に対応してくことの重要さを教えていただきました。 
 対談後は諏訪湖博物館の館内 
を太田学芸員に案内していただき 
参加者の皆さんは諏訪湖で使わ 
れていた漁具や諏訪湖発祥の 
下駄スケート靴の話など諏訪湖の 
歴史に触れながら興味深く話を 
聞いていました。 
 イベントの最後には沖野先生、 
小口良平さん、宮坂清さんと参加 
者が自由に交流する場を設け、 
諏訪湖を通して様々な分野で 
活躍するゲスト 3人と、和やか 
に語り合いました。 
 参加者からは「諏訪湖をもっと 
学んで、大勢の人に伝えたい」 
との感想が聞かれ、来年度以降 
の「諏訪湖の案内人（仮称）養成 
講座」開講に向けたプレイベント 
として大成功となりました。 

セイコーエプソン（株）様から諏訪湖創生ビジョンの事業
支援のため「プロジェクター」等のご寄附をいただきました。 
ご寄附に対する感謝状贈呈式（R6.3.6）ではセイコーエプ

ソン（株）執行役員 阿部栄一様から「創業者 山崎久夫氏
の想い“絶対に諏訪湖を汚してはならない”を原点に自然と
ともに生きるものづくり」についてご説明があり、諏訪湖創
生ビジョンにもご賛同いただきました。 
いただいた「プロジェク 

ター」等は来月開所する 
諏訪湖環境研究センター 
に設置し、主に諏訪湖に 
関する研究や子どもたちへ 
の環境教育、また諏訪湖 
創生ビジョンに基づく活動 
などに大切に活用させて 
いただきます。 
 

 諏訪湖創生ビジョン推進会議は、「人と生き物が共存し 

誰もが訪れたくなる諏訪湖」の実現を目指し取り組みます。 

事務局：諏訪地域振興局企画振興課 TEL : 0266-57-2901     

 （吉田教授による講演の様子) 

 （沖野先生の講演の様子） 

 （小口さん、宮坂さんの対談） 

 （博物館内の見学） 

 （交流会の様子） 

 （左：宮原諏訪地域振興局長、右：阿部執行役員）☝ 

第 11回 諏訪湖創生ビジョン推進会議 
を開催しました 

令和６年３月６日（水）に第 11回諏訪湖創生ビジョン推進
会議を開催（77 名参加）し、今年度の取組実績等の情報共
有と意見交換を行いました。会議冒頭、沖野会長から「暗
中模索状態であったビジョン策定当時と５年経過した今を
比較すると、少しずつ成果の芽が出てきた」との総括をいた
だき、これからはもっと地域の方々にも活動を浸透させ地
域住民が一緒になって諏訪湖を発展させていく必要がある
とのお話もいただきました。 
会議前半は構成員の方々と実績について意見交換を行

い、構成員からは「諏訪湖周での河川のオープン化の動
き」の情報共有や「2024年度諏訪湖サイクリングロード全線
開通の記念イベントを、1 日だけではなく年間とおして盛り
上げていきたい」などの発言がありました。 
会議後半では傍聴の一般参加者も交え、ビジョン達成に

向けた今後の活動のアイデア出しを 7グループに分かれて
行いました。各グループでは自身の取組を軸に課題や取り
組んでみたいことなどについて意見交換が行われました。 
“ヒシ繫茂、子どもの 
環境教育、魅力発信、 
ごみ問題、浚渫”など 
多岐にわたる分野で 
活発な意見が出されて 
いました。来年度も率直 
な議論を重ねながら、 
力を合わせて諏訪湖の 
ために取り組んでいきましょう。  （意見交換の様子) 

☆お知らせ☆ 
スワコエイトピークストライアスロン大会(開催日 R6.6.23)

ボランティア募集開始！！（申込期限:R6.4.19） 

詳細はコチラ⇒ https://suwako8peaks.jp/about/2024volunteer/ 

https://suwako8peaks.jp/about/2024volunteer/

